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アジェンダ

□ 2ndラウンドに向けて

□ Closed Genericsについて

□ Whois Data Protectionについて



2ndラウンドに向けて/ODPの進捗について
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スケジュールは当初の想
定通りに進行中していま
す。



2ndラウンドに向けて/ODP後のステップ
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ODA後、実施準備の
フェーズ(Stage2)に
入っていきますが、どのく
らいの時間をかけて実施
していくのかが明確に
なっていません。

ODPだけで10か月を要
していますので、実施準
備時間は、1～2年はか
かるのではないかと想定
をします。



2ndラウンドに向けて/予測可能性のあるフレームワーク
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2012年の新gTLD第一回募集では、申請ガイドブックの内容が幾度となく修正が
されました。ICANNでは、このような修正を是正する動きを検討しています。

the Predictability Framework

・GNSOのプロセスや手順の代わりではなく、あくまで補完的なもの
・問題の解決策を特定するものではなく、一貫性のある手順に従って、申請者に解
決の方向性を理解してもらうもの
・Standing Predictability Implementation Review Team(SPIRT)
が主となり対応していく。GNSOやICANNの理事のような権限はなく、あくまで適
切な手順を示していく役割。



Closed Generics について
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Closed Genericsとは、レジストリまたはその関係者が、一般的な用語を制限的に使
用するTLDをいいます。

例）赤十字 > .disaster

なお、GACは、兼ねてから「公的な目的のために利用する」ことを条件に、
Closed Genericsを許可すべきという立場を取っています。

4月22日に進捗の報告がありましたが、 Closed Genericsに関して、許容すべきかが
パブリックコメントでは大きく意見が割れています。

そこで、ICANNは、GNSO/GACを含めて対話することを求めました。



Closed Generics について
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GNSO Council Small Teamは、GNSO理事会にレコメンデーションを提出しました。

主なレコメンデーション：

・ At-Large Advisory Committee(ALAC)がプロセスに参加すべき。
（GACも同意見）

・ 独立した位置づけのファシリテーターを参加させるべき。（GACも同意見）

・ GACとの相互の合意による対話をするため、条件や方法論を事前に決定
すべき



Closed Generics について
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今後のステップ：

・ GNSO/GACは、フレームワークに則って議論をしていくことを合意すべき。
また、コミュニティはフィードバックを得るためにその機会が与えられるはず。

・ コミュニティの意見も伺いながら、フレームワークは、GNSOのポリシー開発
プロセスを通じて活かしていく。

・ GNSO/GACの議論が不調となれば、ICANN理事会は適切な今後の
ステップを検討する。

・ GACは、GACアドバイスとして、Closed Genericsについて、見解を発表
することが窺われる。



Whois Data Protection について
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Whoisは、インターネット上の不法な行為にアクションを起こすため、法的行為のアシス
トをしてきましたが、GDPR後、Whoisは制限され、必要とされるアシストができなくなり
ました。

Whoisは、次の2点から必要であることが2007年当時から言われています。

・ セキュリティと合理的な目的のために素早くアクセスができること
例）消費者保護、法的アクション・調査、保全行為などのため情報を公開

・ 公共のために、素早くアクセスできること
例）知的財産権を侵害するような不法行為に対して情報を公開



Whois Data Protection について/新システム導入検討
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Whois Data Protection について/新システム導入検討
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新システムの設計は進ん
でいるが、インプットして
いくべきデータの正確性
などについて、GACから
も意見がでている。

また、透明性をもって正
確にシステムを運用して
いくために、運用者との
契約も重要とされている。
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